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 1990年代より近隣の韓国、中国の演劇人との交流、さらには東アジアの国々との演劇交流を日

本演出者協会は重ねてきました。また、1999年からは文化庁による本格助成のもと『国際演劇交

流セミナー』を通年で開催するようになり、世界各国の演劇人を講師として、ワークショップ、

レクチャー、シンポジウム、リーディング等を連続的に開催しています。 

『国際演劇交流セミナー』は、前理事長和田喜夫（当時事務局長）と一緒に立ち上げ、現在まで

17年間開催されている協会のメイン事業の1つです。この事業を立ち上げた動機は「世界の同時

代演劇をもっと知りたい」というわたしたち演劇人の根源的な衝動からでした。世界の《身近な

他者》との「出会い」を求めて始めた事業です。 

 

 『国際演劇交流セミナー』は17年間にわたって韓国、中国、台湾、アジアの国々、カナダ、オ

ーストラリア、東欧、北欧、アフリカといった60か国以上の国々の演劇人と交流し深く学ぶ機会

を継続中です。当初から欧米中心の企画ではなく、日本で余り知られていない様々な国々との交

流・紹介を目指しました。なぜなら、世界には多様な演劇が存在しているからです。世界の多様

な「現在」を、演劇を通して知り他者と交流する、それが『国際演劇セミナー』なのです。 

 

 これで140回60か国近い国の演劇人との『国際演劇交流セミナー』を実施したことになりま

す。招聘した講師の多くは各国の優れた劇作家、演出家、俳優、舞台美術家、演劇教育者などで

す。そんな演劇人の言葉がずっしり詰まった 201 6年度の年艦です。この年鑑が、日本の演劇人

にとって素敵な「世界」との「出会いの書」になれば幸いです。 

  

 すぐ隣の国にいる《身近な他者》との出会いの中に演劇は豊かに存在しています。パレスチナ

の友人が語るように「演劇は社会にとって必要不可欠なモノ」なのです。そんな《身近な他者》

の熱いメッセージをあなたに届けます。世界には、いろんな演劇があるのです。この年鑑で「い

ろんな演劇」との素敵な出会いがあなたに生まれることを願っています。ありがとう！ 

 

国際演劇交流セミナー 2016 

 

International Theater Exchange Seminar 2016 



アフガニスタン特集 
【INTRODUCTION】 

 

演劇の力と可能性を探る“フォーラムシアター” 

企画：林 英樹 

 

 

 社会が安定している先進国において、演劇は娯楽や芸術の立ち位置にあるが、紛争地域や貧困地域

では娯楽や教養の要素があるにしても、同時にそれ以上の社会的な必要性や存在理由が強く求められ

る。戦争や紛争、そこで生じる親しい人々の死と喪失による無数の大きな心の傷を抱えた人々と演劇

は直面することになる。日本にいると「紛争」は遠いよその国の他人事、という実感しかないであろ

うが、親しい人の思わぬ喪失から来る心の傷の癒しや克服、という課題は決して他人事とは言い切れ

ない。そのことも含めてアフガニスタンで演劇活動をしているアイヒホルン氏と日本の演劇人の出会

いの場を作ってみたい、それが本企画を立案した動機である。 

 

 企画立案した時期は2014年春、東日本大震災から三年目のことであった。更に彼と出会った時期は

その前々年の2012年夏、大震災の翌年である。大震災を契機に演劇の社会に果たす役割や存在意義が

強く演劇人の間でも感じられていた頃のことであった。 

 

 紛争地域のニュースは毎日、メディアから流れてくる。しかしニュースは爆弾テロや戦闘の様子が

大半であり、そこで人々がどのように暮らしているかは全く伝わってこない。確かに現在形で戦闘が

起きている時期に必要な事は、停戦や平和維持のための軍事力であり、また負傷者に対する医療援助

や食料援助などであろう。しかし、そこで暮らす人々は日々、恐怖に襲われ、困難な生活を強いられ

ている。更に紛争や戦争の後にはインフラの再建も喫緊の問題であることは確かだが、同時に我が子

を喪った母親や夫を失った妻、戦闘で肉体だけではなく心にも深い傷を負った無数の者たちへの心の

対応が必要となろう。身近で災禍や困難に会う人々に対して演劇に出来ることはあるのだろうか。こ

うした問い掛けは日本でも東日本大震災の経験から無関係とは言えない。戦争、あるいは自然の災禍

による被害、犠牲。親しい者をある日、突然失う出来事。その喪失感や心の傷、トラウマからの解放

は課題として存在し続ける。そこと向き合う演劇を考えることは、演劇をより社会に開かれた営為と

して捉え返す糸口になるかもしれない。そうした理由が重なり、今回のセミナーの実施となった。 

 

 国際政治、紛争解決の仕事を始めたアイヒホルン氏は如何にして演劇と出会ったのか？ その演劇

とはどのようなものなのか？ そこに私は興味を持った。彼にとっての演劇活動とは公演を行う、とい

うことではない。演劇を使って社会を変えていく、ということだ。アイヒホルン氏は芸術愛好家のた

めの演劇に関心がないと語っていた。紛争地域で活動するうちに無数の心の傷を負った人々と出会

い、また人々の敵対者への消えぬ憎悪の感情が次の紛争や衝突に発展するのにどのように対応してい

いか苦悩していた時期に、アウグスト・ボアールの『被抑圧者の演劇』と出会い、これだ（演劇だ）

と直感したのだという。紛争後の社会において、特に演劇の果たす力、役割は大きい、そう確信して

いるというのだ。 

 

 そうした彼の実際体験の話を聞き、彼がアフガニスタンの人々と共に作った劇（『修復不能』）の

リーディングを実施し、ボアールが考案したフォーラムシアターの具体的な方法に触れてみる。演劇

人が演劇の方法を通じて自分たちの社会の抱える問題を深く捉えてみる。それを知ることは日本の演

劇人にとってもこれからの活動に一つのヒントや刺激を与えてくれる。世界を股にかけるコスモポリ

タンな演劇活動家との出会いは大きな刺激になるのではないだろうかと考えたのである。 



【 in 東 京 】 

2016 年 7 月 20 日（水）～  24 日（木） 会 場：東京芸術劇場（5F シンフォニースペース） 

【 in 金 沢 】 

2016 年 7 月 27 日（水）～  31 日（日） 会 場：スタジオ犀 

 

■ 7 月 20 日（水）18：30 〜 21：30 会場  東京芸術劇場（5F シンフォニースペース） 

ワークショップ1日目 関係性構築のためのエクササイズ 

講師 ヤルマー・ホルヘ・ジョーフリ = アイヒホルン  通訳 大谷賢治郎 

 

■ 7 月 21 日（木）18：30 〜 21：30 会場  東京芸術劇場（5F シンフォニースペース） 

ワークショップ2日目 フォーラムシアターをやってみよう 

講師 ヤルマー・ホルヘ・ジョーフリ = アイヒホルン  通訳 大谷賢治郎 

 

■ 7 月 22 日（金）18：30 〜 21：30 会場  東京芸術劇場（5F シンフォニースペース） 

ワークショップ3日目 フォーラムシアター 応用編 

 講師 ヤルマー・ホルヘ・ジョーフリ = アイヒホルン  通訳 大谷賢治郎 

■ 7 月 23 日（土）14：00 〜 21：30 会場  東京芸術劇場（5F シンフォニースペース） 

ワークショップ4日目 I フォーラムシアター・リハーサル 

講師 ヤルマー・ホルヘ・ジョーフリ = アイヒホルン  通訳 大谷賢治郎 

II フォーラムシアター発表（公開） 

シアタートーク ①「 フォーラムシアターを巡って」 

 

□ 自己紹介（自己のアイデンティティ） 

□ アウグスト・ボアール（Augusto Boal）の演劇について 

①新聞演劇 ②見えない演劇 ③フォーラムシアター ④欲望の虹（Reinbow of Desire） 

⑤法律制定演劇（Legislative Theater） 

□ イメージシアター 

□ ワンツースリー・ブラッドフォード 

□ クラップ(手を叩く)を送る。 

□ ブラインドゲーム 

□ 「静止画」〜＜凍結したイメージ＞ 

□ ミラー 

□ スペースを自由に動き回り、相手を見つけて自己紹介、体（動作）での表現を行なっていく。 

□ グループを二つに分けて一つのグループがもう一方のグループに背を向けて一列に並ぶ。 

□ いま、日本で起きていること、抑圧、衝突。 

□ 現在の日本にある問題の根本が何か話される 

□ 椅子を円形に並べ、動き出した瞬間、空いている席につく 

□ ワンツースリー・ブラッドフォード 

□ トラスト 

□ キーワード、クリシェ 

□ 一つのキーワードを選び、１〜２分のフォーラムシアターを作る 

□ １〜２分のシーンを作る。 

□ 即興 

□ クリシェ、キーワード、単語 

□ インサイド・ザ・ドア 

□ フレジュースで気絶 

□ 体を使って、それぞれが一つのパーツになり、「車」を作る 

□ 7 〜 8 人のグループを作り、3 分間話し合う 

□ フォーラムシアターを作る 

□ これまでのゲームを行う 

□ ワークショップ中に出てきた日本の問題点を確認し、テーマを決める。 

□ ２グループでフォーラムシアターを作る 

□ 互いの作品を見て介入する 

□ フォーラムシアター本番 



■ 7 月 24 日（日） 14：00 〜 16：30 会場  東京芸術劇場（5F シンフォニースペース） 

リーディング『修復不能』 

【 演 出 】公家義徳 

【 出 演 】岩澤侑生子(有限会社高岡事務所)  堀光太郎  広田豹  本郷弦(無名塾)  町田聡子(東京演劇アンサンブル) 

シアタートーク②「作品を巡って」 

話 ヤルマー・ホルヘ・ジョーフリ＝アイヒホルン 通訳 大谷賢治郎 ／ 司会進行 林英樹 

■ 7 月 27 日（水）18：30 〜 21：30 会場 スタジオ犀（金沢） 

ワークショップ1日目 関係性構築のためのエクササイズ 

講師 ヤルマー・ホルヘ・ジョーフリ = アイヒホルン  通訳 角田美知代 

 

■ 7 月 28 日（木）18：30 〜 21：30 会場 スタジオ犀（金沢） 

ワークショップ2日目 フォーラムシアターをやってみよう 

講師 ヤルマー・ホルヘ・ジョーフリ = アイヒホルン  通訳 角田美知代 

 

■ 7 月 29 日（金）18：30 〜 21：30 会場 スタジオ犀（金沢） 

ワークショップ3日目 フォーラムシアター 応用編 

講師 ヤルマー・ホルヘ・ジョーフリ = アイヒホルン  通訳 角田美知代 

■ 7 月 30 日（土）14：00 〜 21：30 会場 スタジオ犀（金沢） 

ワークショップ4日目 I フォーラムシアター・リハーサル 

講師 ヤルマー・ホルヘ・ジョーフリ = アイヒホルン  通訳 角田美知代 

 

□ 「被抑圧者のための演劇」について 

□ ゲーム クラップ  

□ ゲーム サークル、アイコンタクトで場所を入れ替わる 

□ ブラインドゲーム 

□ ブレーンストーミング（分析） 

□ フリーズフレーム（催眠術師） 

□ イメージシアター 

□ ミラー 

□ イメージシアターからフォーラムシアターを作る 

□ 「静止画」〜＜凍結したイメージ＞ 

□ ３分で作るフォーラムシアターのためのパフォーマンス 

□ フォーラムシアター「政治家と有権者(庶民)」を一度、上演（５〜８分位） 

□ 私は？ 

□ エクササイズ Who are you? 

□ 4 つの動き（アイデンティティの一部をジェスチャーを用いながら、その中の問題や難題と関連付ける） 

□ パートナーを選ぶ 

□ エクササイズ 模倣（3 人 1 組） 

□ 言葉にする＋ムーブメント 

□ フォーラムシアターを作る 

・欲求の実現＝主人公 / プロタゴニスタ 

・実現を阻害する人＝アンタゴニスト 

・三人目はどちらかにつく人などいろいろな役どころを担う。 

・ 2 分間の具体的なシーンを作る。 

・筋のあるストーリー。具体的なシーン。最後に主人公は敗北する 

□ 「病んでいる言葉」（死語、クリシェ、日常的に耳にする言葉） 

□ 「頭の中の警官」（何かをしたいと思っているが、「頭の中の警官」が監視・規制する。） 

□ ジョーカー(ステージと客席をつなぐ役)としての資格について 

□ 二人で「暴力」 

□ テーマを決める 

 ・選ばれたテーマ「自分らしくなれない」 

□ 即興エクササイズ 

□ フォーラムシアターのキャスティングについて 

□ フォーラムシアター本番 



■ 7 月 31 日（日） 14：00 〜 16：30 会場 スタジオ犀（金沢） 

リーディング『修復不能』 

【 演 出 】岡井直道 

【 出 演 】岡崎裕亮（Coffee ジョキャニーニャ） 新保正（劇団さくらんぼ） 本庄亮（劇団アンゲルス） 

下條世津子（劇団アンゲルス） 森田采希子（劇団アンゲルス） 

シアタートーク②「作品を巡って」 

話 ヤルマー・ホルヘ・ジョーフリ＝アイヒホルン 通訳 角田美知代 ／ 司会進行 林英樹 

 

 

ヤルマー・ホルヘ・ジョーフリ = アイヒホルン 

 / Hjalmar Jorge Joffre-Eichhorn 

 

ドイツとボリビアの血を引く演劇人、ファシリテーター、

脚本家、演出家。 

5大陸、30を超える国々で共同体ベースの演劇活動を行

い、中心的な役割を担う。活動地域の中には、アフガニス

タンや中央アフリカ、ケニア、キルギスタン、モルディブ、北ア

イルランド、ルワンダ、シエラ・レオネ、南スーダン、タジ

キスタン、タイ、東ティモール、ウクライナ、イエメ

ンなど、紛争中およびポスト紛争地域もある。 

2013 年、アフガニスタンでの演劇体験を振り返り、

『 もしもブルカが飛んだら—アフガニスタンにおける

被抑圧者たちとの演劇レポート 』を出版(独

語)。著作はボリビア、スペイン、ドイツ、 

アメリカ合衆国で出版されている。 

 

 

 

 

 

 

 

戯    曲『修復不能』                                                                                                                                                     

AHRDO（アフガニスタン人権民主主義連盟）によって製作されたナラティブな作品。観客やワークショッ

プの参加者がそれぞれの体験を語り、即興的に演じる ＜プレイバックシアター＞ の手法によって作られた

作品で十のエピソードからなり、アフガニスタンに生きる人々の生の声が反映される。 

（日本語台本：国際演劇協会日本センター発行「国際演劇年鑑 2014 別冊戯曲集」より 翻訳：後藤絢子） 



【 THE TEXT 】 

ワークショップ 

 

◯ヤルマー  

 トレーニングとワークショップ、英語では全く違うこ

とです。今回はトレーニングをするのではなく、ワーク

ショップを行います。メソッドを体験する場としたいで

す。 

 ●自己紹介 

 サークルになり、手を挙げて一言でそれぞれ自分のア

イデンティティを発言する。平和活動家、未婚、福島出

身などが発言される。 

 

◯ヤルマー  

 フォーラムシアターを一言で示すと参加型の演劇で

す。演劇を通し社会などの問題を可視化することです。

近現代の演劇は「解決」を伝えてきました。私たちが何

をすべきか？ということを伝えてきました。しかしフォ

ーラムシアターは解決しない事を見せる。この世の中で

何が問題かを見せるのです。フォーラムシアターの観客

は手を挙げて問題を出します。いま何が問題なのかとい

うことを提示します。 

 フォーラムシアターの台本は、そこに集まった人から

集めていきます。グループの中にいる人の人生を反映さ

せる。台本は、この場に集まった者たちの集合的なもの

から形成されていきます。元からある台本を上演するの

ではありません。フォーラムシアターはボトムアップ型

であり、極めて集合的かつ民主的な方法と言えるでしょ

う。 

 従来の演劇は伝統的に職業的俳優が携わってきまし

た。そのため演劇を上演する人間は極めて少なくなりま

す。ほとんどの人は上演された舞台を消費する立場であ

り受身の側に置かれます。演劇は多くの人にとって見る

だけのものです。舞台上の上演する主体と観客の間には

第4の壁がある。アウグスト・ボアールはそのこと自体を

演劇が持つ抑圧と考えました。 

 フォーラムシアターは自分が創造的主体であることの

可能性を見つけるという意味で民主的な演劇と言えるで

しょう。世界中70カ国でフォーラムシアターは行われて

います。 



 

 ●アウグスト・ボアール（Augusto Boal）の演劇について 

 ①新聞演劇    

 1970 年代初頭に行われた演劇のスタイル。 

 メディアの嘘を発見するための演劇。 

  

 ②見えない演劇  

 亡命先のアルゼンチンで行われた演劇のスタイル。 

 公共の場所で、タブーと言われるものを可視化、 

アクションにする演劇。 

  

 ③フォーラムシアター  

 今回のワークショップで行う演劇のスタイル。 

   

 ④欲望の虹（Rainbow of Desire）  

 ヨーロッパで、セラピーの要素を入れた演劇。 

 「頭の中の警官（Cop in the Head）」などの演劇的な 

方法によって心理的な問題にアプローチした。 

  

 ⑤法律制定演劇（Legislative Theater）  

 ブラジル帰国後、市議会議員に選出され、フォーラムシ

アターをベースに法律を作る。 

 ボワールはブラジルにおいて、4年間で13の法律を通し

た。 

 

●イメージシアター 

いくつかあるエクササイズのうちの一つにイメージシアターがある。フォーラムシアターで芝居を作

る際の重要な手法、テクニックである。体を使って感情や自分の置かれた状況を表現する。表現を明

確にするため、体を大きく、目一杯使う。話の中で出てくる最大の感情をイメージとして表現する。 

 

●ワンツースリー・ブラッドフォード 

2 人組で実施する。 

１、２、３。 

１、２、動作。 

１、動作、動作。 動作、動作、動作。 

と繰り返していく。各動作は同じものを反復する。 

 

●クラップを送る。 

全員でサークルになり、相手にクラップを送る。アイコンタクトしてその相手とポジションを入れ替

わる。 

 

●ブラインドゲーム  

 2人1組で行う。1人が目を瞑り、もう1人が操るように動かしていく。 

 

◯ヤルマー   

フォーラムシアターは「NO」から始めます。そして、集合的にやることで「YES」を見つける。 

 



●「静止画」～＜凍結したイメージ＞ 

１ 10 秒でイメージを用意する。 

２ 「ハイ！」で用意したイメージを体で表現する。 

３ その姿勢のまま、他の人を見る。 

４ そのイメージの「音」を出してみる。 

 

◯ヤルマー 

今の日本にどう繋がっているのか考えてみましょう。 

 

●ミラー 

短い言葉で自分を表現する。自己紹介、アイデンティティ。サークルになり、一歩前に出て実施す

る。その後、他の者は模倣する。「私は○○、踊ることが好きです」のように発言し、体（動作）

で表現する。自分の人生において好きなもの、自分の人生において嫌いなものについても交えてい

く。 

 

●スペースを自由に動き回り、相手を見つけて自己紹介、体（動作）での表現を行なっていく。 

相手を次々に交換する。自己紹介は、相手に   自分を認識してもらう手段であり、互いが何者か

を知っていく方法である。 

 

●グループを二つに分けて一つのグループがもう一方のグループに背を向けて 1列に並ぶ。 

1人が「客」の方を向いて以下のセンテンスを喋り、他のメンバーが体現する。 

「日本人で好きなところは何か？」 

「日本の嫌いなところは何か？」 

1人が前を向いて喋る、他の人が前を向いて喋るまで続ける。 

 

●いま、日本で起きていること、抑圧、衝突。 

  危機感を感じることを、１分間のアクション（動作、音）で表現する。言葉は使わない。 

5〜6人でチームを作る。条件「必ず誰かが死ぬ」。10分間の打ち合わせの後、開始する。 

「ワンツースリー、アクション！」と皆で言ってからパフォーマンスをスタートする。 

「フリーズ」の声で終わる。 

 

●＜強い質問＞ 

・問題の根源を探すための質問。 

・何で今の日本はという具体的な質問。 

このような質問を明日までに考えてくる。 

 

 

 

◯ヤルマー  

ボアールの七つの方法の 1 つがフォーラムシアターです。60、70年代、南米の独裁政権に抗う演劇

として考えられました。演劇を娯楽、教養のためだけでなく、社会的、政治的変容、民主化のための非



暴力的な武器として見出したのです。 

− to be、全ての人間は演劇である。演劇する者ということではありません。 

フォーラムシアターはアクションのダイアローグです。衝突、対立を会話（コミュニケーション） 

で可視化します。会話は言葉だけではありません。 

 

●現在の日本にある問題の根本が何か話される。 

同一性、同調圧力 

 

◯ヤルマー  

昨日はまだフォーラムシアターはやっていません。現在の日本にある抑圧、衝突が起きている問題を

最後に提示しました。このワークショップで行う全てのゲームは社会的なメタファーを伴っています。

今の日本について、抑圧されている現状について対話するためのゲームなのです。 

 

●椅子を円形に並べ、動き出した瞬間、空いている席につく。 

 

◯ヤルマー 

これが何のメタファーか考えることができますね？ 

 

●ワンツースリー・ブラッドフォード 

2人組で実施する。 

１、２、３。 

１、２、動作。 

１、動作、動作。 動作、動作、動作。 

と繰り返していく。各動作は同じものを反復する。 

 

これは、今の日本の何をシンボリックに表していますか？ 

 

●トラスト 

サークルになって1人ずつ「エ」、「イ」、「ウ」と発し動作する。 

続いて皆がその動作を真似る。 

 

◯ヤルマー 

これは何を象徴していますか？ 

 

●キーワード、クリシェ 

サークルになり、1 人ずつ言葉とアクションを行う。 

 

◯ヤルマー 

社会的、政治的、経済的なキーワードは毎日、たれながされている、聞き飽きている、元の意味が失

われている。キーワードとそれに伴うアクションが何を示しているのか、改めて考えることができる。 

 

 



●一つのキーワードを選び、１～２分のフォーラムシアターを作る。 

三つのグループに分かれる。 

誰がその「問題」のプロタゴニスタ（主人公、当事者、犠牲者）かを明確にする。 

 

◯ヤルマー  

フォーラムシアターは失敗の演劇です。何故、主人公は失敗に追い込まれるか？  そのことを考え、

行動を起こす。そのために、観客に介入してもらいます。失敗したプロタゴニスタの代わりにその立

場になり考え、行動を提示する。 

 

三つのグループからそれぞれフォーラムシアターの題材が提案される。 

1、女性の派遣社員、同じ仕事をしているのに正社員より給料が安い。 

2、中卒で中小企業の下請けで働いている。 

3、工事中、ご迷惑しています。 

 

グループに分かれて２〜３分、話し合う。グループの中で一番の問題と思うもの、解決されていない

問題、ここにいる人（自分たち自身）に関心のあるものを表すキーワードを提案する。 

 

フクシマ、格差問題、クールジャパン、地方創生、アベノミクス、中立的でない、 

ヘイトスピーチ、民意に任せます、一億総活躍社会、アンダーコントロール、 

報道の自由、東京オリンピック、安全保障、美しい国日本、基本的人権、非正規雇用、 

自己責任、待機児童、かわいい 

 

●１～２分のシーンを作る。 

 

◯ヤルマー  

大切なのは「明確な構造」を持つことです。プロタゴニスタは変化を起こそうとする人です。この状

況を変えようと努力をします。それに対して、アンタゴニスト（主役に対して別のパワー、方向を持つ

人）がいます。プロタゴニスタによる変化を阻む存在です。この二つの役割を明確にすることで「明確

な構造」が見えてきます。フォーラムシアターの原点は「失敗の演劇」と   言われています。何故、

プロタゴニスタ（主人公） は失敗に追い込まれるのか。そのことを考えて、行動を起こします。そし

て、失敗したプロタゴニスタに変わり、観客に介入してもらい新しい方法を探っていきます。 

 

● 即興 

2 人 1 組。実際にある場所を想定する。トイレや寝室、病院、監獄といったような実際にある場

所。一方がその中に入ろうとする。もう一方はさえぎろうとする。最初の一言でどんな場所なのかを

明確にする。逆に一方が中から外に出ようとする。もう一方はさえぎろうとする。 

10 秒間、場所を考えてから始める。 

場所は病院で、医師と患者のやりとりなどが行われた。 

 

◯ヤルマー 

フォーラムシアターを作るためには、即興で表現できることが必要になります。 

 



●クリシェ、キーワード、単語 

一つを選ぶ。そのひとたちが 1 人 1 人単語を選んだ理由を述べた後、投票で決める。グループを

作り短い劇を作る。全員が出る必要はない。テーマに基づいて一番の問題は何か。中心に   なる

問題を決める。プロタゴニスタとアンタゴニストを決める。 

二つのテーマが選ばれた。 

A. 不平等社会→過重労働 

B. フクシマ→ 本当のことを教えて 

 

プロタゴニスタの希望や欲で始まり、失敗する。 

Social consept →  Hope  Deaire  → Conflict → Defeat 、 Consequence 

 

 

 

◯ヤルマー   

今日は五つのシーンを作ります。フォーラムシアターは被抑圧者のために行います。同じ問題を共有

している人たちのために行うものです。このワークショップでは、同じ問題を抱えている人が集まって

いるわけではありません。そのため広く日本の問題を扱うことにしましょう。Ａにとっての問題がＢに

とっての問題ではないこともあります。 

ボアールの演劇は、「リアリスティック」ではなく「リアル」です。現実的なものではなく現実を扱う

のです。現在を通して過去を分析し良き未来を作るというものです。 

 

●インサイド・ザ・ドア 

短いゲーム、3人1組。2人が家を作り、中の1人が移動し、家を作る2 人が合わせて移動する。 

家を作る2人が移動すると、中の1人が合わせて移動する。最終的に3人とも移動する。 

 

◯ヤルマー 

今の日本とのつながりは見いだせますか？ 

 

●フレジュースで気絶 

それぞれに番号をつける。会場を無軌道に歩き回り、番号を言われた人が倒れる。しかし、周囲の

人々が床面に激突しないように支える。 

 

◯ヤルマー  

これは何の比喩でしょうか？ 

 

●体を使って、それぞれが一つのパーツになり、「車」を作る 

クラップを合図に車の音を全体で出す。そして動作をいれる。 

 

●7～8人のグループを作り、3分間話し合う 

今の日本で問題を起こしているもの、自分たちに痛みを与えているものは何か。 

 



・原発  

・新宿駅 

・ピカチュー 

と、3 グループから提出される。 

 

●フォーラムシアターを作る 

・原発 ………… ある家族、母と娘、医師。甲状腺の異常と隠蔽。 

・新宿駅 ……… 僕はやってない。痴漢冤罪。 

・ピカチュウ… ポケモンに夢中のケンタ君を心配する母。 

 

グループごとに発表し、発表を見ているグループは観客として発表後に介入していく。観客側は注意

深く見て、何が問題になっているのかを見定めていく。発表のあとは何が問題であったか観客に投げか

ける。どんな圧力があるのか、どんな問題があるのか。なぜプロタゴニスタは失敗してしまったのか。 

 

◯ヤルマー  

（痴漢冤罪の問題を扱ったことに対して）この問題は、痴漢が問題なのか痴漢冤罪が問題なのか。痴漢

よりも痴漢冤罪が大きな問題になるのはなぜですか？ 私の考えから言わせてもらうと、痴漢という問

題は、痴漢冤罪よりも世界的に非常に多い問題です。性犯罪の加害者は性犯罪をしたにも関わらず、や

っていないと主張することが多いのです。数百万という女性性が性犯罪の被害にあっているにも関わら

ず、事件として扱われるのは数百件です。これは明確に言いますが、性犯罪の被害者は必ずと言ってい

いほど、女性です。冤罪について演劇を作るのであれば、真実に基づいて正確に作らなければなりませ

ん。しかし、私にとって痴漢問題と冤罪を重ねて考えることはとても大きな問題があるのです。痴漢と

痴漢冤罪どちらが多いのでしょう。もちろん、痴漢です。であれば痴漢として扱って欲しかった。ここ

の参加者全員が痴漢冤罪の被害者であれば、痴漢冤罪を問題として共有することもあるでしょう。フォ

ーラムシアターをするときに大事なのは、その問題がどれだけ浸透しているのか、ということですね。

私がもし冤罪を作品として作るのだとしたらと   ても居心地が悪い思いをするでしょう。女性をアン

タゴニスト（主人公を虐げる役）にしてしまうと、実際に多くの女性が性的被害にあっているにも関わ

らず、冤罪にだけ問題がいってしまうからです。もし冤罪をテーマにするのであれば、性的被害にあっ

ていることが多い女性をアンタゴニストにはしません。そうでないやり方もできるとは思いますが、と

ても長い議論が必要になるでしょう。自分たちがそれを見せるべきかどうかの倫理的判断は常に考えな

ければいけない。痴漢冤罪の作品を見た観客はもしかしたら、痴漢の現場に出会ったときに痴漢冤罪と

結びつけて考えてしまうかもしれません。フォーラムシアターでは、社会的、歴史的に抑圧されている

人たちのことを考えます。個別のケースで例外的にありうることを扱ってしまうとフォーラムシアター

ではなくなります。そのため歴史的、社会的に力を持ってきた、抑圧者であった男性が女性を虐げると

いう図式で作ります。その逆は個別のケースとしてあり得るかもしれませんが、フォーラムシアターで

扱うことはできません。個人的な問題を吐露する場ではなく、社会的な問題を提示する場なのです。 

しかし、ここに被抑圧者の演劇の限界もあるのかもしれません。 
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◯ヤルマー  

芸術創造は基本的人権です。コンサートホールへ行って他人の作った音楽を聴くことは、消費行動と

も考えられます。芸術は受身だけではなく、芸術創造という基本的人権を行使するものでもあります。

また、消費は権力関係と一体となっていると考えられます。芸術家は自分の解釈を他人に押し付ける行

為をしているということを意識する必要があります。 

エクササイズの中のいくつかがイメージシアターとなっていきます。まずはイメージを描いてみること

から始めます。それはポーズとして表されるかもしれません。社会に対して問題を提示するために行わ

れます。 

 

 

 

続き、詳細は、国際演劇交流セミナー2016年鑑にて 

 

 

 

■ご希望の方は、日本演出者協会 事務局までご連絡ください。 

TEL:03-5909-3074 ／FAX:03-5909-3075  

E-mail: j_d_a_info@yahoo.co.jp 


